




















研究要旨:乳幼児の事故の実態を明らかにするため、平成 9 年 11 月から3 ヵ月間、全国の

病院輪番制に参加している病院および救命救急センターにおいて事故調査を実施し、

14,612 例を得たので、それらにつき詳細に分析を行った。 

事故が一番多く発生していた年齢は、1 歳、2 歳、0 歳、3 歳、4 歳の順であった。0 歳で多

い:事故は異物誤飲と転落事故で、1 歳では、転倒、転落衝突、熱傷であった。3 歳以上で

は誤飲が減少し、交通事故が多くなっていた。 

入院率の高い事故は溺水が 47%、誤飲が 10%、交通事故が 7%などであった。重症度と発生

場所の関係についてみると、浴室、ベランダでの事故が多かった。 

後遺症のみられる事故は台所での熱傷、浴室での溺水事故に多くみられていた。 

これらの検討結果よりわが国における乳幼児の事故の実態を明らかにすることができ、健

康診査時に使用可能な安全チェックリスト、場所別チェックリスト、保育園を基点とした

事故防止プログラムを作成することができるようになった。 


